
（別紙３）

〜 R7年 12⽉ 31⽇

（対象者数） 22 （回答者数） 22

〜 R7年 12⽉ 14⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⼼理⼠の先⽣の勉強会への参加案内

2

利⽤⽇の確認⽤紙の配布時期を早めら
れるようになる

3

利⽤開始⾯談の実施と専⾨⽀援⽇の情
報共有の強化

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

⼈材確保

2

広いスペースが必要な時には屋外に出
かけて活動を実施している

3

同じ系列の事業所で放課後等デイの受
け⼊れを⾏っている

⼼理⼠による定期的な⽀援、保護者勉
強会の実施

⼼理⼠⽀援⽇にどの利⽤児も参加出来
るよう利⽤⽇を組んでいる

園⾏事や家庭の都合優先での利⽤⽇決
定

事前に園の⾏事や家庭の⽤事(病院・
併⾏通所先利⽤⽇等）を聞き取りし予
定⽇を決めている

園や家庭への送迎(範囲制限あり）
園との⾯談

⽀援を⾏った職員が園へ送迎しその⽇
の状況や⽀援について情報を共有して
いる。園⾯談の実施。

多機能事業所でない(放課後等デイや
保育所等訪問）

職員の不⾜

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ミーティング等職員全体での話し合う
時間が取れていない

職員不⾜によるミーティング時間確保
の難しさ

活動スペースが狭い 建物の作りの関係

R7年 12⽉ １⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R8年 1⽉ 17⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ことりの

○保護者評価実施期間 R7年 12⽉ １⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


